
一 般 廃 棄 物 処 理 施 設 整 備 基 本 計 画
《 概 要 版 》

２．基本的事項と処理体制

１．策定の目的

現在、大分市が所有している福宗環境センター清掃工場・リサイクルプラザ及び佐野清掃センター

清掃工場では、臼杵市、竹田市、由布市から排出される一般廃棄物の広域処理を行なっていますが、

老朽化が進行していることから、新たな一般廃棄物処理施設（以下、「新環境センター」という。）を計

画的に整備する必要が生じてきました。

また、大分都市広域圏の構成市である津久見市及び豊後大野市の所有するごみ処理施設について

も更新時期が迫ってきており、両市より新環境センターでの広域処理に参加の意向が示されたことから、

これまでの4市に2市を加えた6市から排出される一般廃棄物の処理を行う新環境センターの整備に向

けた基本的な方針を整理することを目的として策定しました。

各市から提案された14箇所の候補地を一次選定・二次選定を経て、建設候補地として3箇所選定

しました。

計画年度 ２０２７年度を稼働開始目標年度とします。

処理体制 ６市の各施設の集約化を図り、１工場体制とします。

３．建設候補地の選定

整備基本方針 整備の方向性、役割、機能等を共有指標として、整備基本方針を定めました。

安全、安定性に優れ、長寿命化が図れる施設１

資源循環型社会、地球温暖化防止対策を推進する施設２

災害に強く、防災対策機能を備えた施設３

市民に開かれた施設４

経済性に優れた施設５

事業主体 施設整備：大分市が主体となって行います。

ごみ処理：大分市が各市から委託を受ける中、実施する予定です。

各建設候補地

（14箇所）

・各候補地の概要整理

・一次選定候補地の評価基準

一次選定候補地

（14箇所）

・一次選定候補地の選定

・二次選定候補地の評価基準

二次選定候補地

（6箇所）

【選定条件】

①用地面積の確保

②アクセスのしやすさ

③用地確保のしやすさ

④近くの住宅の少なさ

⑤学校、病院等の有無

⑥防災面への配慮

⑦特別高圧、用水の供給整備

⑧現況の土地利用

⑨周辺の土地利用状況

⑩土地の形状

⑪文化財への影響

⑫河川区域、河川保存区域の指定

⑬自然環境の保護

・二次選定候補地の選定

建設候補地

（3箇所）

【概要整理項目】

○防災

○土地利用計画

○自然環境保全

○生活環境保全

○その他（土地所有者情報等）

【評価項目・基準】

○土地利用

○インフラ整備

○周辺環境

○防災

【評価項目・基準】

○土地利用

○インフラ整備

○周辺環境

○防災

○経済

施設整備の

基本方針

検討対象とするごみ処理方式の抽出

ごみ処理方式選定の評価項目・評価基準

（案）

新環境センター整備事業に関する技術調査

ごみ処理方式選定の評価項目・評価基準、

評価方法、評価項目の配点と点数化方法の検討

ごみ処理方式選定の選定

最終処分場の

整備方針

◆ 環境に興味を持っていただくきっかけとなる環境学習拠点

【全体図】

【拡大図】

◆ 再資源化を目的とし、不燃ごみ・粗大ごみ、缶類、びん類、ペットボトル、
プラスチック製容器包装等の破砕、選別、圧縮、梱包等を行う施設。

処理対象

新清掃工場 大分市、臼杵市、津久見市、竹田市、豊後大野市、由布市

新リサイクルセンター 大分市、臼杵市、由布市

ストーカ式焼却方式 シャフト炉式ガス化溶融方式 流動床式ガス化溶融方式

【 選定された３処理方式 】

 

大分市 由布市 

津久見市 

臼杵市 

豊後大野市 

竹田市 
 

③大分市３ 

大分市 

臼杵市 

豊後大野市 

②大分市２ 

⑥臼杵市２ 

※  2027年度の計画ごみ量（185,218ｔ/年）を処理するための施設規模 ※ 2027年度の計画ごみ量（16,840ｔ/年）を処理するための施設規模

※ 施設規模については、今後のごみ排出量の予測を適宜見直す中、変更することが想定される。

なお、施設規模の最終決定は事業者募集時を想定している。

施設規模 ７９．９ｔ/日

新清掃工場
（可燃物処理施設）

新リサイクルセンター
（不燃物等処理施設）

施設規模 ６８８ｔ/日

炉　　数 ３炉

【他市例】
・プール、温浴施設への熱供給
・病院、工場等への熱供給
・他の公共施設への熱供給　　　等

発　　電

場内消費

排ガス 余熱利用

廃熱ボイラ

蒸　　気

場内熱利用

場外熱利用

電力会社への送電
（売電）

◆ 大規模災害発生時に周辺住民や帰宅困難者のための一時避難場所

候補地 候補地住所概要

②大分市２ 大分市大字上戸次

③大分市３ 大分市大字上戸次

⑥臼杵市２ 臼杵市野津町都原

【 選定された３候補地 】

(８)供用開始

2017
年度

(１)一般廃棄物処理施設整備基本計画

(２)環境影響評価

(３)測量・地質調査・用地買収等

(４)ＰＦＩ事業導入可能性調査

2018 2019 2020 2022 2023 2024 2025 20262021 2027

(５)事業者募集・選定

(６)実施設計・建設工事

(７)試運転

法規制値

0.04ｇ/N㎥

430ppm

 K値　2.34

250ppm

0.1ng-TEQ/N㎥

既設：50㎍/N㎥
新設：30㎍/N㎥

新清掃工場
自主管理値

30㎍ /N㎥

0.05ng-TEQ/N㎥

50ppm

20ppm

30ppm

0.01ｇ/N㎥

30ppm

0.02ｇ/N㎥

既存施設（佐野）
自主管理値

50㎍/N㎥

0.1ng-TEQ/N㎥

60ppm

20ppm

ばいじん

塩化水素

水銀
《2018年4月～》

ダイオキシン類

窒素酸化物

硫黄酸化物
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４．新環境センターのごみ処理方式の選定 ６．その他

７．新環境センター配置イメージ図

余熱利用 新清掃工場から回収する余熱（エネルギー）利用については以下のとおりです。

施設規模 広域各市のごみを処理すために設定した施設規模（処理能力）は以下のとおりです。

災害対策 強靭な施設整備を行うとともに、災害時に活用するための方針は以下のとおりです。

５．新環境センターのごみ処理施設の概要

各建設候補地

（14箇所）

・各候補地の概要整理

・一次選定候補地の評価基準

一次選定候補地

（14箇所）

・一次選定候補地の選定

・二次選定候補地の評価基準

二次選定候補地

（6箇所）

【選定条件】

①用地面積の確保

②アクセスのしやすさ

③用地確保のしやすさ

④近くの住宅の少なさ

⑤学校、病院等の有無

⑥防災面への配慮

⑦特別高圧、用水の供給整備

⑧現況の土地利用

⑨周辺の土地利用状況

⑩土地の形状

⑪文化財への影響

⑫河川区域、河川保存区域の指定

⑬自然環境の保護

・二次選定候補地の選定

建設候補地

（3箇所）

【概要整理項目】

○防災

○土地利用計画

○自然環境保全

○生活環境保全

○その他（土地所有者情報等）

【評価項目・基準】

○土地利用

○インフラ整備

○周辺環境

○防災

【評価項目・基準】

○土地利用

○インフラ整備

○周辺環境

○防災

○経済

新清掃工場 ６市の一般廃棄物処理に適した3つの処理方式を以下のとおり選定しました。

啓発施設 市民に開かれた施設を目指し、整備方針は以下のとおりです。

施設整備の

基本方針

検討対象とするごみ処理方式の抽出

ごみ処理方式選定の評価項目・評価基準

（案）

新環境センター整備事業に関する技術調査

ごみ処理方式選定の評価項目・評価基準、

評価方法、評価項目の配点と点数化方法の検討

ごみ処理方式選定の選定

最終処分場の

整備方針

◆ 環境に興味を持っていただくきっかけとなる環境学習拠点

新リサイクル

センター
３市の一般廃棄物を処理するため、以下の施設を整備することとしました。

◆ 再資源化を目的とし、不燃ごみ・粗大ごみ、缶類、びん類、ペットボトル、
プラスチック製容器包装等の破砕、選別、圧縮、梱包等を行う施設。

処理対象

新清掃工場 大分市、臼杵市、津久見市、竹田市、豊後大野市、由布市

新リサイクルセンター 大分市、臼杵市、由布市

ストーカ式焼却方式 シャフト炉式ガス化溶融方式 流動床式ガス化溶融方式

【 選定された３処理方式 】

 

大分市 由布市 

津久見市 

臼杵市 

豊後大野市 

竹田市 
 

③大分市３ 

大分市 

臼杵市 

豊後大野市 

②大分市２ 

⑥臼杵市２ 

※  2027年度の計画ごみ量（185,218ｔ/年）を処理するための施設規模 ※ 2027年度の計画ごみ量（16,840ｔ/年）を処理するための施設規模

※ 施設規模については、今後のごみ排出量の予測を適宜見直す中、変更することが想定される。

なお、施設規模の最終決定は事業者募集時を想定している。

施設規模 ７９．９ｔ/日

新清掃工場
（可燃物処理施設）

新リサイクルセンター
（不燃物等処理施設）

施設規模 ６８８ｔ/日

炉　　数 ３炉

環境保全 新清掃工場における排ガス等の自主管理値は以下のとおりです。

【他市例】
・プール、温浴施設への熱供給
・病院、工場等への熱供給
・他の公共施設への熱供給　　　等

発　　電

場内消費

排ガス 余熱利用

廃熱ボイラ

蒸　　気

場内熱利用

場外熱利用

電力会社への送電
（売電）

◆ 大規模災害発生時に周辺住民や帰宅困難者のための一時避難場所

候補地 候補地住所概要

②大分市２ 大分市大字上戸次

③大分市３ 大分市大字上戸次

⑥臼杵市２ 臼杵市野津町都原

【 選定された３候補地 】

(８)供用開始

2017
年度

(１)一般廃棄物処理施設整備基本計画

(２)環境影響評価

(３)測量・地質調査・用地買収等

(４)ＰＦＩ事業導入可能性調査

2018 2019 2020 2022 2023 2024 2025 20262021 2027

(５)事業者募集・選定

(６)実施設計・建設工事

(７)試運転

法規制値

0.04ｇ/N㎥

430ppm

 K値　2.34

250ppm

0.1ng-TEQ/N㎥

既設：50㎍/N㎥
新設：30㎍/N㎥

新清掃工場
自主管理値

30㎍ /N㎥

0.05ng-TEQ/N㎥

50ppm

20ppm

30ppm

0.01ｇ/N㎥

30ppm

0.02ｇ/N㎥

既存施設（佐野）
自主管理値

50㎍/N㎥

0.1ng-TEQ/N㎥

60ppm

20ppm

ばいじん

塩化水素

水銀
《2018年4月～》

ダイオキシン類

窒素酸化物

硫黄酸化物
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